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を取ることはなかったが45、1900年に出版された彼の訳業 Asvaghoshaʼs Discourse on the 




















鈴木の人生の卓越した要約として、以下を参照されたい。Richard Jaffeʼs introduction to Daisetz 
T. Suzuki, Zen and Japanese Culture (Princeton University Press, 2010 edition).
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49　Ibid., pp. 3-4. また、以下も参照されたい。D. T. Suzuki, “The First Buddhist Council,” in Monist 
14:2 (January 1904), pp. 253-82. 鈴木はここで、初期のテキストを用い、ブッダが死に際して
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る菩薩の誓願といった大乗的観念が含まれていた。聖浄二門の教えは、儀礼、崇拝、宗教
的実践が理性的思考と真理に必ずしも背反せず、むしろ人々をこれらのゴールへと導くよ
うに作用する、と説くものだった。（ブッダと菩薩のイメージが「瞑想の助け」として商
品化されるような今日の西洋の仏教的実践の中に、このような議論がはたして反映されて
いるだろうか。）
　日本代表団の世界宗教会議での発表内容は、社会的、政治的、そして国内的、あるいは
国際的に複雑な状況によって規定されていた。そこで示された概念がそれぞれ、1893年に
おける戦略的要求のもとに提起されたことはすでに明らかである。そのコミュニケーショ
ンの相手側で、聞かれ、記録され、受け入れられたものも、ちょうど両極に位置するバロ
ウズとケーラスの対照的な反応から分かるように、やはり聴衆側の関心、前提、心構えに
よって規定されていた。シカゴでの発表の衝撃が限定的なものだったのは確かである。し
かしながら、彼らの提示した概念が21世紀の今、諸々のグローバルな実践のなかで流通し
ていることを私たちは知っている。彼らの試みと現在の状況とをつなぐ道は、決して直接
的なものではない。しかし、少なくとも代表団が、いつの日かグローバル宗教の鍵となる
であろうものの所在を鋭く見抜いた、その洞察力を私たちは賞賛すべきだろう。
